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サステイナブルな２１世紀・２２世紀の実現に向けて 

 

私たちがサステイナブルな社会、そして世界を目指すとき、そのターゲットは 2050 年、そして 2100 年、さらにはそ

れ以降です。サステイナブルな世界が実現するかどうかは 21 世紀前半に持続可能な社会に向けて舵を切れるか

どうかにかかっています。そのためには現在 20 代-30 代の方々の力が必要なのです。 

サステイナブルな社会を作るためには多くの人の努力が必要です。知の面から貢献できる人を、是非育てていきた

いと考えています。 

 

当研究室が対象としているテーマにおいては、多方面から研究を進めることが必要であり、また有効といえます。そ

のため、都市工学科出身の方はもちろん、様々な御出身の方を大歓迎します。 これまでに、経済出身の方、農学

出身の方、工学部の化学工学出身の方、社会人経験のある方、などなど、幅広い方々を受け入れています。出身

大学も多様です。 

 

大学院においては、各大学院生の関心を元に研究テーマを決め、ひとりひとりが、独立に研究を実施しています。そ

の分、苦労もありますが、自分の努力がそのまま研究成果に反映されることから、やりがいはあるでしょう。 
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現行の研究テーマ（2008 年 4 月現在） 

 

加用  千裕 D3 

(春) 

木質系バイオマスの活用による二酸化炭素排出削減 

李  召羅 D3 

(春) 

ミッドポイント・エンドポイントアプローチによるソウル市における廃棄

物マネージメント  

Ana Paula 

BORTOLETO 

D2 

(秋) 

サンパウロ市民を対象とした廃棄物削減行動への心理的影響因子の抽出

及び教育プログラムの効果 

Pham Ngoc  

BAO 

D2 

(秋) 

Red River デルタにおける家庭排水および糞便スラッジ管理施策評価に対

する統合的手法の適用 

 

大塚 佳臣 D2 

(春) 

都市の水辺環境に対する住民の価値形成メカニズム 

 

Pham Thi Mai  

THAO 

D2 

(秋) 

ベトナムにおける籾殻の有効利用戦略 

Pinida, 

Leekapanang 

D1 

(春) 

タイにおけるマテリアルフロー解析と水質モデルを用いた流域マネージ

メント 

入谷 和範 M２ 

(春) 

キャンパスにおけるサステイナビリティ評価手法の体系化  

真田 圭太郎 M２ 

(春) 

SRES(地球温暖化シナリオ） に基づいた生活用水使用量の将来予測  

GUO, Rui M２ 

(春) 

中国におけるバイオディーゼルによる温室効果ガス削減ポテンシャルの

解析 

 

李 呟俶 M１ 

(秋) 

厨芥と下水汚泥同時処理による下水処理場でのエネルギー生産 

 

山口 雅博 M1 

(春) 

関東圏における需給バランスと温室効果ガス発生量からみた食品廃棄物

リサイクルシステムの評価 

Joana Portugal RS バイオエタノール関連の研究（予定） 

 

 

 

 

 

 

http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/waste/waste.html#midpoint
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http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/social/social.html#prevention
http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/social/social.html#prevention
http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/water/water.html#red
http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/water/water.html#red
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http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/BM/biomass_J.html#agri
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http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/BM/biomass_J.html#fuel
http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/BM/biomass_J.html#urban
http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/BM/biomass_J.html#urban
http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/BM/biomass_J.html#urban
http://www.esys.t.u-tokyo.ac.jp/research/BM/biomass_J.html#fuel
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